
南海トラフ地震への備えについて

堺市 危機管理室 防災課



南海トラフとは

1

南海トラフは、四国の南に広がる深い溝（トラフ）
フィリピン海プレートがユーラシアプレートに沈み込む場所



南海トラフ地震の発生する場所

淡路島

ユーラシアプレート

フィリピン海プレート
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南海トラフ地震のメカニズム

南海トラフ地震の発生に
より、強い揺れと津波が
発生します。
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南海トラフ地震の発生の歴史
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地震は一度で終わらないことも



8月8日に発生した日向灘の地震

2024年８月８日16時42分M7.1 深さ31kmの地震が発生。最大震度６弱を観測

16時44分に四国から九州に津波注意報を発表。宮崎港で0.5ｍなど津波を観測

被害 負傷者 重症3名 軽症者15名 家屋被害 80棟
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「南海トラフ地震に関連する情報」の基本的な流れ
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南海トラフ地震防災対策推進地域の指定
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南海トラフ地震津波避難対策特別強化地域の指定
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大阪府は事前避難対象地域は指定さ
れていない。



南海トラフ地震臨時情報による行動
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南海トラフ巨大地震の被害想定

平成２５年１０月に大阪府が南海トラフ巨大地震の被害想定を発表

100分で津波到達し
最大堺区4.2m、西区4.9m
市面積の11％が浸水

市内全域で震度6弱
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堺市内の被害想定（人的被害、建物被害）

・津波による死者 6,032人

・建物倒壊等による死者 71人 計6,103人

・堺市全域で約11万4千人の避難者が発生

・堺市全域で約7万4千人が避難所へ避難

うち、津波避難者は約4万9千人

【人的被害】

・堺市全域で約5万4千棟の家屋被害（全半壊）が発生

【建物被害】
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大阪府全体の被害想定（ライフライン・経済被害等）

単位 内閣府公表
大阪府

今回推計
上水道 人 約4,300,000 8,320,730
下水道 人 約7,200,000 327,129
電力 軒 約4,500,000 2,341,756
ガス 戸 約570,000 1,154,267
固定電話 件 約1,400,000回線 1,415,000
携帯電話 ％ 10 48.5

箇所 約1,400 1,883
％ － 5

鉄道 箇所 約1,500 1,474
箇所 約110 159
kｍ 約4.9 14.3

空港    ※１ － －
避難者 人 約1,500,000 1,915,224
帰宅困難者 人 約120万～150万 1,463,128

飲料水不足量 （1～7日間） 万ℓ 約1,500 8,931
非常食不足量 （1～7日間） 万食 約1390 3,220

万枚 約24 59
医療機能 人 － 70,481

災害廃棄物等 万ｔ 約4,400～4,500 2,201～2,414
エレベータ閉じ込め 台 約10,500 11,924

施設 約50 ※２
箇所 8 5
ｈａ － 4,055

兆円 約24 23.2
兆円 － 5.6

機能障害
避難者数
帰宅困難者数

その他

毛布不足量

長期湛水

医療対応力不足数
発生量
停止エレベータ台数

生活への影響
物資

文化財
危険物・コンビナート施設

資産等の被害額
生産・サービス低下

経済被害

項目

道路閉塞率
被災箇所
係留施設被災箇所

ライフライン

交通施設被害

断水人口
機能支障人口
停電軒数
供給停止戸数
不通契約数

道路

停波基地局率
被災箇所

防波堤被災延長
港湾
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堺市被害想定（各ライフライン）その１

○上水道
・発災直後は市内全域で断水すると想定
・発災１日後で約37%まで、発災約40日後にはほとんどの断水が解消

○下水道
・最大で約2,400人（全体の約3％）が利用困難になると想定
・発災7日後で2.3%まで、発災約1ヶ月後には機能支障が解消

○電 力
・最大で約78万軒（全体の49％）で停電が発生すると想定
・発災1日後で約25％まで、発災1週間程度で応急送電がほぼ完了

○ガ ス
・最大で約1万5千戸の供給が停止すると想定
・発災1ヶ月後には供給停止はほぼ解消
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堺市被害想定（各ライフライン）その２

○固定電話
・最大で約5万件（全体の約53％）で通話支障が発生すると想定
・被災直後は輻輳により大部分の通話が困難
・発災後約１ヶ月程度で約1％まで解消

○携帯電話
・発災当日に最大で全体の53％の基地局が停波すると想定
・被災直後は輻輳により大部分の通話が困難
・発災後約７日程度で、約6％まで解消

○道 路
・197箇所で被害が発生すると想定

☆被害額 府内全体で ２８.８兆円
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地震への備え
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地震への備え
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地震への備え

17


